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1. 昭和36年度には公立病院〈自治体立)の80%が赤字経営に陥り，昭和 37 年度には100%が赤字
となった口公的(公的団体立であって自治体立でない)病院は赤字であってもその程度は軽度で






















1. 公的病院の経営状態は年々悪化しており， とくに公立病院で著しい。 これは不可避的な労務
費，経費，材料費の増大に，保険診療報酬の上昇が追いついていないためである。
2. 公的病院では採算の面からは公立病院ほど困難な状況にはないが，これは 1 人当り労務費の低
さ，医師・看護婦の不充足，正規看護婦のしめる率の小さいことなどによる労務費の軽減に負う
ところが大きい。このことは，医師・看護婦の移動率の高さとあいまって診療の質に悪影響を及
ぼしていると考えられる。
3. 経常収支で大きな赤字を出している場合，必然的に医療設備の改善が制約され，地域医療の中
核たるべき公立病院が，医学技術の進歩に応ずる医療の質を保持することを困難にしている。
4. 以上の事実から，現在の条件のもとで公的病院に独立採算を要求することが，病院医療の内容
に悪影響を及ぼすことは明らかであれ保険診療報酬の是正に加えて，公的な財源を確保し地域
医療の需要に応えうる診療態勢を保障することが緊要であるo
5. そのためには，現実に行なわれている病院医療の質を医学的に評価し，人員，設備など診療態
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勢の必要基準や，他の医療機関との連けいのあり方を追究する研究がさらに進められ，医療担当者自
身の手によって今後の病院医療計画が主唱されねばならない。
論文の審査結果の要旨
わが国の病院医療は多くの矛盾をかかえており，その現状を打開し，将来を構想するためには，現
行制度を根本的に再検討する必要に迫られている。このような現実の要請にたいして，経営面から病
院，とくに公的病院の窮状を指摘する研究はこれまでも行なわれてきた。しかし，医療機関としての
機能の面から現在の病院を批判し，医師にのみ可能な問題提起を行ないうる研究は著しく不充分であ
った。このことは，わが国の医療制度研究の大きな欠陥といわねばならない口
著者は，大阪府下の公的病院の実態調査から，公的病院のおかれている困難な状況を経営収支の面
から明らかにし，次にそのような経営状態によって影響をうけている病院医療内容を，スタップィ γ
グを中心とした診療態勢の実態から分析している o とくに経営黒字の公的病院であっても，医療機関
としての機能の面からみれば重大な問題点が存在していることを指摘し，公的病院に独立採算を要求
することがその診療の質を低め，公共性をそこなう危険のあることを強調しているo そして最後に，
医療制度全般との関連のうえで今後の公的病院の財政，組織のあり方を論じ，この問題を追求するこ
とが結局は，医療を行なう主体の財政的，組織的一元化を促す必然性をもっていることを指摘してい
る。
要するに本研究は，従来の医療制度研究の欠陥を補って，病院制度に関する実証的研究を行なった
ものとして貴重であれ今後の医療制度論に貢献するところ大なるものがあると認められる。
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